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一般会計繰入金
30億7,425万円(8.1％）

後期高齢者医療
　広域連合納付金
   64億8,289万円
     (98.6％） 

総務費など
9,454万円(1.4％）

後期高齢者医療保険料
57億4,869万円
(87.4％） 

一般会計繰入金
8億784万円
(12.3％） 諸収入など

2,090万円(0.3％）

65億7,743万円
（100％）

歳出歳入

後期高齢者医療事業費特別会計

介護サービス費
250億8,255万円
 (82.7％） 

地域支援事業費
19億7,617万円
(6.5％）

その他サービス費など
15億9,615万円(5.3％） 

介護予防サービス費
8億6,404万円(2.8％） 

総務費など　8億2,030万円(2.7％） 

国･県支出金
107億5,085万円(35.4％） 

支払基金交付金
78億1,139万円
(25.8％） 

介護保険料
69億3,968万円
(22.9％） 

一般会計繰入金
48億2,504万円

(15.9％）

基金繰入金など
1,225万円(0.0％）

介護保険事業費特別会計

歳出
303億3,921万円
（100％）

歳入

建設費
39億7,072万円
(19.9％）

貸付金など　1億1,560万円(0.6％）

下水道使用料
63億1,091万円
(38.4％） 

一般会計負担金
43億2,290万円
(26.3％）

企業債
29億9,270万円
(18.2％）

貸付金元金収入など
21億7,954万円(13.2％）

国庫補助金
6億4,850万円(3.9％）

維持管理費
56億2,026万円
(28.2％）

減価償却費
53億9,852万円
(27.1％）

企業債償還金
および利息
48億3,232万円
(24.2％）

下水道事業費特別会計
（公営企業会計）

支出
199億
3,742万円
（100％）

164億
5,455万円
（100％）

収入

市民病院事業会計
（公営企業会計）

支出
233億
7,064万円
（100％）

213億
5,067万円
（100％）

収入

給与費
105億812万円
(45.0％）

入院収益
132億1,753万円
(61.9％）

外来収益
54億144万円
(25.3％）

一般会計負担金・補助金
16億7,686万円(7.8％）
その他　9億1,374万円(4.3％）
企業債　1億4,110万円(0.7％）

材料費
53億8,516万円
(23.0％）

経費
38億7,255万円
(16.6％） 減価償却費など

15億6,763万円(6.7％）
企業債償還金など
7億6,452万円(3.3％）

施設整備･医療器械購入費
6億9,052万円(2.9％）

その他医業外費用など　5億8,214万円(2.5％）

国民健康保険事業費特別会計

歳入 歳出
380億6,187万円
（100％）

保険給付費
259億3,600万円
(68.1％）

国民健康保険
事業費納付金
112億1,768万円
(29.5％） 総務費

4億7,910万円(1.2％）
保健事業費
3億3,092万円(0.9％）

諸支出金など　6,817万円(0.2％）
予備費　3,000万円(0.1％）

県支出金
262億4,950万円
(69.0％）

国民健康保険料
81億5,327万円
(21.4％）

基金繰入金など　5億8,385万円(1.5％）
国庫支出金　100万円(0.0％）

※�地方公営企業法が適用される会計として、下水道事業費と市民病院事業の2つがあります。この公営企業
会計では施設整備などの財源としてグラフに示した収入以外に、減価償却などに伴い発生する「現金の支
出を伴わない費用」により会計内に残る資金（内部留保資金）があり、この資金を充てることによって支出
と収入の差額を補てんしています

特 別 会 計

そのほかの特別会計

市と県が共同で運営する医療保険制度で、窓口事務などは
市が行います。健康保険組合などの被用者保険とは別に運営しています。
　歳入の主なものは、国民健康保険料81億5,327万円、県支出金262億4,950万円、一般会計
からの繰入金30億7,425万円です。
　このうち国民健康保険料は、歳入総額の21.4%を見込んでいます。
　歳出の主なものは、医療費などの保険給付費259億3,600万円、国民健康保険事業費納付
金112億1,768万円です。
　前年度の予算額に対して、全体で0.6%の増となります。

国民健康保険事業費

神奈川県後期高齢者医療広域連合が運営する後期高齢者医
療制度の窓口事務などを行います。
　歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料57億4,869万円、一般会計からの繰入金8億
784万円です。
　歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金64億8,289万円で歳出総額の98.6%を
占めています。

後期高齢者医療事業費

介護や支援が必要な高齢者などに、介護サービス費や介護
予防サービス費などの給付事業を実施します。また介護や支援が必要な状態にならないよ
う、介護予防・日常生活支援総合事業などの地域支援事業を実施します。
　歳入の主なものは、介護保険料69億3,968万円、国・県支出金107億5,085万円、支払基金
交付金78億1,139万円、一般会計からの繰入金48億2,504万円です。
　歳出の主なものは、介護サービス費や介護予防サービス費などの保険給付費275億4,274
万円、地域支援事業費19億7,617万円です。
　前年度の予算額に対して、全体で4.3%の増となります。

介 護 保 険 事 業 費

　市の予算には、一般会計のほかに8の特別会計があります。
　下水道や病院などの事業は、特定の料金収入によって運
営しています。この場合、一般会計と区別した特別会計の
もとに予算を作り、それぞれ独立して事業を実施しています。

特
別
会
計

国民健康保険事業費 380億6,187万円
後期高齢者医療事業費 65億7,743万円
介護保険事業費 303億3,921万円
下水道事業費(公営企業会計) 199億3,742万円
市民病院事業(公営企業会計) 233億7,064万円
北部第二(三地区)土地区画整理事業費 25億7,082万円
墓園事業費 6億3,036万円
湘南台駐車場事業費 2,624万円

下水道事業は、都市基盤整備事業として、水洗化区域の拡
大、浸水対策などを推進しています。
　収入の主なものは、下水道使用料63億1,091万円、一般会計負担金43億2,290万円、国庫
補助金6億4,850万円、企業債（長期借入金）29億9,270万円です。
　支出の主なものは、下水道建設費39億7,072万円、企業債償還金等48億3,232万円、維持
管理費56億2,026万円、減価償却費53億9,852万円です。

下 水 道 事 業 費

市民病院は、地域の基幹病院として高度医療を担うととも
に、地域の医療機関と連携して、地域完結型の医療を進めています。
　収入の主なものは、入院収益132億1,753万円、外来収益54億144万円、一般会計負担金・
補助金16億7,686万円です。
　支出の主なものは、給与費105億812万円、材料費53億8,516万円、経費38億7,255万円です。

市 民 病 院 事 業

○�北部第二（三地区）土地区画整理事
業費

　�　快適に暮らせるまちづくりのた
めの土地区画整理事業として、湘
南台駅の北西約1.5㎞に位置する面
積275.2haの区域を整備するため
に設置した特別会計です（予算総
額25億7,082万円）

○墓園事業費
　�　豊かな緑に囲まれた都市公園機
能と心安まる墓地環境を兼ね備え
た大庭台墓園を運営するために設
置した特別会計です（予算総額6億
3,036万円）

○湘南台駐車場事業費
　�　湘南台駅地下自動車駐車場整備
のために借り入れした駐車場整備
事業債の償還を行うために設置し
た特別会計です（予算総額2,624万
円）


